
徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の 表 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

区 分 単 位

基 準 額

青 少 年 青 少 年 以 外 の 者

午 前 二 、 七 二 ○ 円 五 、 四 五 ○ 円

体 育 室 午 後 三 、 三 九 ○ 円 六 、 七 八 ○ 円

夜 間 三 、 二 九 ○ 円 六 、 五 八 ○ 円

午 前 三 、 八 五 ○ 円 七 、 七 一 ○ 円

イ ン ド ア 運 動 場 午 後 五 、 一 四 ○ 円 一 ○ 、 二 八 ○ 円

夜 間 四 、 六 二 ○ 円 九 、 二 五 ○ 円

午 前 四 、 ○ 六 ○ 円 八 、 一 二 ○ 円

大 会 議 室 午 後 五 、 四 ○ ○ 円 一 ○ 、 八 ○ ○ 円

夜 間 四 、 八 三 ○ 円 九 、 六 六 ○ 円

第 三 十 三 号
徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 二 月 十 七 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門
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午 前 一 、 六 九 ○ 円 三 、 三 九 ○ 円

中 会 議 室 午 後 二 、 二 六 ○ 円 四 、 五 二 ○ 円

夜 間 二 、 ○ ○ ○ 円 四 、 ○ 一 ○ 円

午 前 一 、 四 三 ○ 円 二 、 八 七 ○ 円

第 一 小 会 議 室 及 び 第 二 小 会 議 室 （ 一 室 に つ き ） 午 後 一 、 九 五 ○ 円 三 、 九 ○ ○ 円

夜 間 一 、 七 四 ○ 円 三 、 四 九 ○ 円

午 前 七 一 ○ 円 一 、 四 三 ○ 円

第 三 小 会 議 室 及 び 第 四 小 会 議 室 （ 一 室 に つ き ） 午 後 九 七 ○ 円 一 、 九 五 ○ 円

夜 間 八 七 ○ 円 一 、 七 四 ○ 円

午 前 一 、 三 三 ○ 円 二 、 六 七 ○ 円

音 楽 室 午 後 一 、 七 九 ○ 円 三 、 五 九 ○ 円

夜 間 一 、 五 九 ○ 円 三 、 一 八 ○ 円

午 前 一 、 七 四 ○ 円 三 、 四 九 ○ 円

第 一 和 室 午 後 二 、 三 一 ○ 円 四 、 六 二 ○ 円

夜 間 二 、 ○ 五 ○ 円 四 、 一 一 ○ 円

午 前 二 、 一 ○ ○ 円 四 、 二 一 ○ 円

レ ク リ エ ー シ ョ ン ホ ー ル 午 後 二 、 七 七 ○ 円 五 、 五 五 ○ 円

夜 間 二 、 五 一 ○ 円 五 、 ○ 三 ○ 円

午 前 五 一 ○ 円 一 、 ○ 二 ○ 円

Ｉ Ｔ 学 習 室 午 後 七 一 ○ 円 一 、 四 三 ○ 円

夜 間 六 一 ○ 円 一 、 二 三 ○ 円

午 前 一 、 六 四 ○ 円 三 、 二 九 ○ 円

小 体 育 室 午 後 二 、 二 一 ○ 円 四 、 四 二 ○ 円

夜 間 二 、 ○ ○ ○ 円 四 、 ○ 一 ○ 円

三校
８２

平成26年2月議案



午 前 九 二 ○ 円 一 、 八 五 ○ 円

第 二 和 室 及 び 第 三 和 室 （ 一 室 に つ き ） 午 後 一 、 二 三 ○ 円 二 、 四 六 ○ 円

夜 間 一 、 一 三 ○ 円 二 、 二 六 ○ 円

調 理 台 そ の 他 規 則 で 定 め る 設 備 及 び 用 具 規 則 で 定 め る 額

別 表 そ の 一 の 表 の 備 考 第 二 項 及 び 第 七 項 中 「 一 万 円 」 を 「 一 万 二 百 八 十 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 三 中 「 四 百 円 」 を 「 四 百 十 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い き も の ふ れ あ い の 里 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 立 佐 那 河 内 い き も の ふ れ あ い の 里 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 「 五 ○ ○ 円 に 」 を 「 五 一 ○ 円 に 」 に 、 「 四 、 二 八 ○ 円 」 を 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 三 、 五 七 ○ 円 」 を 「 三 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 七 二 ○ 円 」 を 「 四 、 八 五 ○ 円 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 一 、 八 二 ○ 円 」 を 「 一 、 八 七 ○ 円 」 に 、 「 二 七 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 二 八 、 五 九 ○ 円 」 に 、 「 二 六 、 九 八 ○ 円 」 を 「 二 七 、 七 五 ○ 円 」 に 、 「 二 一 四 、

八 六 ○ 円 」 を 「 二 二 ○ 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 三 三 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 三 四 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 四 六 、 三 ○ ○ 円 」 を 「 四 七 、 六 二 ○ 円 」 に 、 「 一 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 一

四 、 六 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 九 一 ○ 円 」 を 「 一 、 九 六 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 一 八 、 一 ○ ○ 円 」 に 、 「 三 三 、 一 ○ ○ 円 」 を 「 三 四 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 四

○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 を 次 の よ う に 改 め る 。

そ の 一
区 分

基 準 額

午 前

�
� 午 前 九 時 か ら

正 午 ま で �
�

午 後

�
� 午 後 一 時 か ら

午 後 五 時 ま で �
�

夜 間

�
� 午 後 五 時 三 十 分 か ら

午 後 九 時 三 十 分 ま で �
�

ホ ー ル

平 日 一 七 、 五 七 ○ 円 二 四 、 六 三 ○ 円 三 ○ 、 四 六 ○ 円

休 日 等 二 二 、 二 八 ○ 円 二 八 、 二 三 ○ 円 三 七 、 六 三 ○ 円

大 会 議 室 一 二 、 二 ○ ○ 円 一 六 、 三 五 ○ 円 一 九 、 ○ 一 ○ 円
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第 一 会 議 室 四 、 八 二 ○ 円 六 、 三 二 ○ 円 七 、 四 七 ○ 円

第 二 会 議 室 か ら 第 六 会 議 室 ま で

（ 一 室 に つ き ） 四 、 一 二 ○ 円 五 、 四 一 ○ 円 六 、 五 五 ○ 円

第 一 楽 屋 か ら 第 七 楽 屋 ま で

（ 一 室 に つ き ） 七 九 ○ 円 一 、 一 三 ○ 円 一 、 三 五 ○ 円

第 八 楽 屋 五 五 ○ 円 六 六 ○ 円 七 九 ○ 円

第 一 控 室 か ら 第 三 控 室 ま で

（ 一 室 に つ き ） 五 五 ○ 円 六 六 ○ 円 七 九 ○ 円

第 一 茶 室 及 び 第 二 茶 室

（ 一 室 に つ き ） 一 、 ○ ○ ○ 円 一 、 二 五 ○ 円 一 、 四 七 ○ 円

第 一 和 室 一 、 七 一 ○ 円 二 、 一 七 ○ 円 二 、 六 二 ○ 円

第 二 和 室 二 、 五 一 ○ 円 三 、 二 ○ ○ 円 四 、 ○ 二 ○ 円

リ ハ ー サ ル 室 八 、 ○ 四 ○ 円 一 ○ 、 八 三 ○ 円 一 三 、 ○ 二 ○ 円

知 事 が 別 に 定 め る 施 設 及 び 演 劇 、 音

楽 等 の 用 具 知 事 が 別 に 定 め る 額

別 表 そ の 二 の 表 中 「 二 六 、 二 五 ○ 円 」 を 「 二 七 、 ○ ○ ○ 円 」 に 、 「 一 七 、 九 ○ ○ 円 」 を 「 一 八 、 四 一 ○ 円 」 に 、 「 五 、 二 六 ○ 円 」 を 「 五 、 四 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、

五 六 ○ 円 」 を 「 三 、 六 六 ○ 円 」 に 、 「 四 、 ○ 一 ○ 円 」 を 「 四 、 一 二 ○ 円 」 に 、 「 二 、 七 一 ○ 円 」 を 「 二 、 七 八 ○ 円 」 に 、 「 一 二 、 ○ ○ ○ 円 」 を 「 一 二 、 三 四 ○

円 」 に 、 「 八 、 一 五 ○ 円 」 を 「 八 、 三 八 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 中 「 八 、 八 ○ ○ 円 」 を 「 九 、 ○ 五 ○ 円 」 に 、 「 四 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 五 二 ○ 円 」 に 、 「 七 ○ ○ 円 」 を 「 七 一 ○ 円 」 に 、 「 三 、 九 八 ○ 円 」 を 「 四 、

○ 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 四 ○ ○ 円 」 を 「 六 、 五 八 ○ 円 」 に 、 「 七 六 ○ 円 」 を 「 七 八 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 三 ○ 円 」 を 「 一 、 二 六 ○ 円 」 に 、
「

九 八 ○ 円
」
を

「

一 、 ○ ○ ○ 円
」
に 、 「 九 ○ ○ 円 」 を 「 九 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 四 六 ○ 円 」 を 「 一 、 五 ○ ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 六 ○ 円 」 を 「 一 、 一 九 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 阿 波 十 郎 兵 衛 屋 敷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 徳 島 県 立 阿 波 十 郎 兵 衛 屋 敷 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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別 表 中 「 四 ○ ○ 円 」 を 「 四 一 ○ 円 」 に 改 め る 。

（ 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 一 の １ の 表 中 「 二 、 三 七 ○ 円 」 を 「 二 、 四 三 ○ 円 」 に 、 「 四 、 九 七 ○ 円 」 を 「 五 、 一 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 五 八 ○ 円 」 を 「 二 、 六 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、

四 二 ○ 円 」 を 「 五 、 五 七 ○ 円 」 に 、 「 三 、 八 八 ○ 円 」 を 「 三 、 九 九 ○ 円 」 に 、 「 八 、 二 四 ○ 円 」 を 「 八 、 四 七 ○ 円 」 に 、 「 四 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 四 、 三 二 ○ 円 」

に 、 「 八 、 五 八 ○ 円 」 を 「 八 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 八 、 ○ 八 ○ 円 」 を 「 八 、 三 一 ○ 円 」 に 、 「 一 六 、 八 四 ○ 円 」 を 「 一 七 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 一 八 ○ 円 」 を 「 一 、

二 一 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 七 ○ 円 」 を 「 二 、 五 四 ○ 円 」 に 、 「 一 ○ 、 五 五 ○ 円 」 を 「 一 ○ 、 八 五 ○ 円 」 に 、 「 二 二 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 二 二 、 六 八 ○ 円 」 に 、 「 一 七 、

四 五 ○ 円 」 を 「 一 七 、 九 四 ○ 円 」 に 、 「 三 六 、 六 三 ○ 円 」 を 「 三 七 、 六 七 ○ 円 」 に 、 「 二 一 、 三 二 ○ 円 」 を 「 二 一 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 四 四 、 七 七 ○ 円 」 を 「 四

六 、 ○ 四 ○ 円 」 に 、 「 二 五 、 二 ○ ○ 円 」 を 「 二 五 、 九 二 ○ 円 」 に 、 「 五 二 、 九 一 ○ 円 」 を 「 五 四 、 四 二 ○ 円 」 に 、 「 四 六 、 五 三 ○ 円 」 を 「 四 七 、 八 五 ○ 円 」 に 、

「 九 七 、 七 ○ ○ 円 」 を 「 一 ○ ○ 、 四 九 ○ 円 」 に 、 「 六 、 四 六 ○ 円 」 を 「 六 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 一 三 、 四 四 ○ 円 」 を 「 一 三 、 八 二 ○ 円 」 に 、 「 一 、 五 一 ○ 円 」 を

「 一 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 三 、 一 六 ○ 円 」 を 「 三 、 二 五 ○ 円 」 に 、 「 一 、 八 三 ○ 円 」 を 「 一 、 八 八 ○ 円 」 に 、 「 三 、 六 ○ ○ 円 」 を 「 三 、 七 ○ ○ 円 」 に 、
「

二 、 ○ 五 ○ 円
」

を
「

二 、 一 ○ ○ 円
」
に 、 「 四 、 ○ 五 ○ 円 」 を 「 四 、 一 六 ○ 円 」 に 、 「 二 、 四 八 ○ 円 」 を 「 二 、 五 五 ○ 円 」 に 、 「 五 、 一 八 ○ 円 」 を 「 五 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 四 、

五 二 ○ 円 」 を 「 四 、 六 四 ○ 円 」 に 、 「 九 、 三 七 ○ 円 」 を 「 九 、 六 三 ○ 円 」 に 、 「 六 五 ○ 円 」 を 「 六 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 二 四 ○ 円 」 を 「 一 、 二 七 ○ 円 」 に 改 め 、

同 そ の 一 の ２ の 表 中 「 六 五 ○ 円 」 を 「 六 六 ○ 円 」 に 、 「 一 、 三 四 ○ 円 」 を 「 一 、 三 七 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 そ の 二 の 表 中 「 一 、 六 九 ○ 円 」 を 「 一 、 七 三 ○ 円 」

に 、 「 二 、 二 六 ○ 円 」 を 「 二 、 三 二 ○ 円 」 に 、 「 六 七 ○ 円 」 を 「 六 八 ○ 円 」 に 、 「 八 九 ○ 円 」 を 「 九 一 ○ 円 」 に 、 「 四 四 ○ 円 」 を 「 四 五 ○ 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備

考 第 八 項 中 「 五 百 六 十 円 」 を 「 五 百 七 十 円 」 に 改 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 依 頼 が な さ れ て い る 徳 島 県 立 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー に お け る 成 績 書 等 の 再 交 付 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 利 用 の 許 可 を 受 け て い る 徳 島 県 立 文 学 書 道 館 の 施 設 又 は 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

三校
８５
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提 案 理 由

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 が 引 き 上 げ ら れ た こ と に 鑑 み 、 使 用 料 及 び 手 数 料 の 額 並 び に 利 用 料 金 の 額 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

三校
８６
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